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研究テーマ

板鰓類の寄生虫相に関する研究

カイアシ類～Copepoda等脚類～Isopoda

単生類～Monogenea

線虫類～Nemtoda

条虫類～Cestoda

吸虫類～Trematoda

ヒル類～Hirudinea

GillMouth Liver

Stomach Intestine

Surface

日本周辺海域には非常に多くの板鰓類が生息しています。その数は、200種を超え、世
界中の1/5種が生息しています。板鰓類の寄生虫に関する研究は、少ないのが現状で、未
知な部分が多くあります。サメやエイなどの板鰓類と寄生虫の関係について研究してい
ます。

1.寄生虫相に関する研究

板鰓類の寄生虫に関する
報告は、非常に少なく、ど
のような寄生虫がいるかさ
え、不明なものが多く存在
します。

そこで、私たちは、関東
沿岸域を中心とした板鰓類
の寄生虫相を調査していま
す。

寄生虫は、宿主に寄生することでのみ生
存可能であり、進化を反映する重要な指標
となり、寄生虫と宿主の共進化しているこ
とが考えられています。特に、条虫類は、
宿主特異性が高く、宿主ごとに異なった種
が寄生しているため、板鰓類と条虫類は、
共進化をしている可能性があります。

私たちは、板鰓類と条虫類の共進化につ
て検討しています。

2.板鰓類と条虫類の共進化に関する研究

板鰓類

条虫類 宿主転換

共進化とは？
複数の生物が、

互いの影響を受けながら進化する現象
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